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線よりもエネルギーの高い電磁波は､ ｢電離放射線｣であり､日本の ｢原子力基本法｣ ｢放射線障
害防止法｣によって ｢放射線｣と定義され､ ｢非電離放射線｣は､日本の ｢電波法｣によって3000
GHz以下を ｢電波｣と定義されています｡日本ではこの ｢電波｣を ｢電磁波｣と呼ぶことが一般的




















米 ･ソの規制値に1000倍もの相違が明かとなった｡現在でも差が大きい (約 100倍)0






を障ペいする産 ･軍 ･官 ･学を告発 し､ベス トセラーになる (米77:邦訳なし)C
｢学会主流派+産 ･軍 ･政府の熱効果派｣対 ｢非熱効果派+ソ連派?｣の論争という形に摩小化
され､赤狩的な論争となる｡熟作用しか及ぼさないと考えるのか ｢熱効果派｣で､生垣的効果やガ









交通事故増加も明かとなり､マレーシア ･オース トラリア ･日本 (99.ll)でも法律で禁止となり､





ネシー渓谷電力 (TVA)は ｢高圧送電線は学校 ･病院から1200フィー ト(約400m)以上離す｣こ
とを決定 (93)｡カリフォルニア州アーバイン市などは 4mG規制を実施する (91) ｡スウェーデン
.はカロリンスカ報告 (92)を受けて､電力線に関し約2-3mG以上を目安に幼稚園の閉鎖や送電線
の移転､地下化を実施 し (93)始める (移転する/しない場合のコス ト評価を行 う) 0
《家電製品の問題点≫
欧米では､80年代からVDT (ビデオ ･ディスプレイ端末)の危険性が問題となる｡スウェーデ




化 した電気毛布では強度が約10分の 1以下となることを紹介 している｡TVの人気番組 ｢大統領と






地球の静磁場 (地磁気)と関係する生物 (例 :走磁性バクテリア)の発見 (栄 :75)があり､そ
の後ハ ト､ミツパテ､サケ､人間の脳 (米92)にも発見された｡位置の制御やホルモンなどの免疫
制御機能との関係も指摘されているが､電磁波との関係もありそうだ｡脳細胞からのカルシウム ･














ハイマー病 ･ストレスとカルシウム､神経信号伝達 ･生ダ直機能にも開通する?精子減少 ･女子出産
との関係は?ヒヨコの刷込み能力低下 (グリゴリ797)などの学習能力研究もある｡
《メラトニンと電磁波》
松果体 (脳の奥にある)のホルモン (メラトニン)やセロトニン､ドー パミンなどが電磁波に敏
感｡ドー パミン:ノイローゼに関連 ?､セロトニン (メラトニンの前駆体) :頭痛 ･自殺に関係 ?
特にメラトニンが問題 :｢奇跡のホルモン｣として米国でブーム (95年～) :ガン抑制 ･若返り効
果 ･エイズ抑制 ･酸化抑制 ･ス トレス解消 ･睡眠薬 ･時差ボケ効果｡電磁波の被曝でメラトニンが




アルツハイマー病の治療にメラ トニンが有効 (朝日新聞 03.7.19)O不登校児の治療にメラトニン
が有効 (熊本大医02)なのは､睡眠リズムが重要だからか?ST】)Sとも関連がありそう｡
《脳血液関門 (BBB)効果など》
マイル ド(96)フライ (97)サルフォー ド(03)論文などで､脳を守る白BBが電磁波被曝で崩









☆放射能から出るガンマ線 ･電磁波 :核兵器問題 (核の冬)､原発問題などと関連｡
☆ X線 ･電磁波 :医療問題 (マラーの突然変異説1927:X線照射で人工的突然変異を発生させた).
☆紫外線 ･電磁波のオゾン･ホール問題 :地上に届かなかった紫外線が地表に届き始めた現象｡
☆赤外線 ･電磁波の温暖化問題 :炭酸ガスなどの増加で赤外線が宇宙へ放射されなくなった現象 ｡



























米国 ･国立環境健康研究所 (NIEHS)のRAPID計画 ･WG華艮告書 (98)の結論は ｢可能性
あり:2B｣であった｡また ｢小児白血病の証拠があると思うか｣との委員採決に対して､20対6
で ｢証拠あり｣となった｡6票も ｢まだ証拠ありといえるほどの研究はない｣で､ ｢証拠なし｣委
員はゼロだった｡ ｢家電製品と小児白血病｣の関係を調べた､RAPID計画の疫学研究も米国立
ガン研究所から発表されており (98)､統計的に有意な家電製品が多かったOまた､英貫放射線防

















空港 レー ダ電磁波による周辺住民のガン多発 (米1984)､レー ダ基地周辺には乳児突然死が多い
(米1989)といった研究が以前からあった｡テレビ塔周辺の調査 (オーストラリア1996)で ｢12km
以遠と 4km以内とを比較 :日本の基準値の約 500分の1の被曝 (8-0.2lLW′cm'･)で ｢小児白血病が
-119-
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約 2.7倍に増加｡大人は低く脳底癌には相関みられず｣ 000年の再調査再論文では 3･3倍にもなっ
ているが､反論もある｡英国でも 2つの報告 (97)があり､影響アリとナシ｡その後それに対する
再評価論文で ｢双方とも影響あり｣ ｢電波パターンの相違｣だろうとか､ ｢慎重なる回避｣を指摘
する論文 (イスラエル97)もある｡バチカン放送塔､カリフォルニアの放送塔 (ス トラ･タワー)､
ハワイ放送塔周辺に小児ガン多しの報告もあり､被曝強度との相関が示されている報告もある｡
《携帯電話などの高周波 ･電磁波》




で話題になった :米国 ･携帯業界の協力で設置された無線技術研究所 (WTL)のカーロ所長が本の
中で指摘) 0 ｢使用している側に脳塵癌が多発｣との一連のハ-デル論文 (スウェーデン) が話












線虫 ･鶏卵に弱いマイクロ波を照射 :ふ化率の低下や奇形の発生 (日本の研究)､同じふ化率の
低下 (約50%も)研究がフランスでも発表されている (01) ｡変調GSむl携帯電磁波 (SARO.05W/kg)
で鳥の脳神経の活動が 3.5倍も活性化 (スイス02)｡マイクロ波照射マウスの精子が減少 ･染色体
異常も (米84)､弱いマイクロ波でラットの小脳 ･網膜が変質 (米88)ラットの脳細胞に突然変異
(米95)動物の行動異常 ･精子影響などの報告例も多い｡オース トラリアの研罪 :携帯電話電磁波






肺ガンや白血病の増加の原因ではないかとの指摘もある (英98)｡電磁波過敏症が発見 (栄 :レイ
医師90)され､心臓圧迫 ･ス トレス ･精神不安 ･頭痛 ･睡眠不足などの症状を示し､家の中では眠
れない患者の報告もある (スウェーデン95)Oスウェーデンの調査 (01)では､約 l.50/Oが電磁波
過敏症だとか (日本では 180万人に相当)｡WHO前事務局長のブル トランド女史 (元ノルウェー













も (欧米 ･日本)｡ニューヨーク州サン･ジョア島郡で ｢塔は私有地から500フィー ト(150m)以
上離せ｣条例 (1997)｡モトローラ社 ｢携帯塔は50m以上民家から離せ｣との社内指針｡隠しアン
テナが米で大流行 :模型岩の中､教会の塔､森の木型､サボテン型なども含b'現在13万塔になって
いる｡デーズニーがキャラクター ･グッズの宣伝利用をクリスマス商戦直前に禁止 (00.ll) ｡米






ナ撤去 (98､99)｡自治体が歯止め :大分県湯布院町 :条令 (町との協議事項に 99.10)､東京都
羽村市､盛岡市も｡福岡県三瀦町 :議会の決議(99.12)あるも､企業が訴訟 (02)｡ ｢国立市開発
行為等指導要項｣に ｢電磁波等を発生するもの｣が含まれる (01.5.1) ｡欧米に比べて大幅の遅れ｡
【b】電磁波問題を巡る今後の動向
ケネディ大統領の教書 ｢消費者の権利憲章｣ (環境法にも条文) :｢安全である権利｣ ｢知らさ
れる権利｣ ｢選択できる権利｣ ｢意見を反映される権利｣が重要である｡日本は取り入れていない｡










が含まれる｡英国の放射線防護局 NRPBの小委員会 (01.12)も ｢アルツハイマー病｣｢ALS症
(筋萎縮性側索硬化症)｣が増加と報告した｡前者は ｢2B:可能性がある｣､後者は ｢2A:可能性
が高い｣の分類報告もある (02)O日本で実施中の小児ガンの疫学研究もWH()を支持 (サンデー

















る為の容易に達成できるコス トの低い方法｣の提言で､その言葉から､ ｢出来る限り慎重に｣ ｢安
全であることが確認されるまで回避｣という意味にも解釈され､民家近くの高圧送電線建設は事実












が ｢予防原則｣であり､92年のブラジルの ｢地球環境サミット｣の宣言にも盛り込まれた｡00年 2
月､EU委員会は ｢環境問題に関しては予防原則を基本とする｣ことを決定した｡ ｢危険性が証明
されるまでは安全だ｣と考えるのではなく､ ｢危険な可能性がある時は､安全性の立証されるまで
出来る限り予防原則で対処しよう｣との考え方がEUを中心として広がり始めている｡その対象と
なる環境問題の一つに ｢電磁波問題｣があり､EU諸国を中心として規制の強化が図られ始めてい
るOもうすでに､人糞は電磁波被曝をゼロには出来ないのであり､電磁波と共存しなからどのよう
に生きて行くかがいま問われている｡
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